
活動の担い手・資金の獲得

商店街の活性化ちょこっと環境体験

入居大学生グループ「サコラボ」が
団地のミライをデザインします

『旭区左近⼭団地』
1965年⼊居開始のUR都市機構団地
賃貸と分譲合わせて約4,800⼾
⾼齢化率 46.8％約1/4が⾼齢単⾝世帯

2019年９⽉住⺠基本台帳より
『サコラボ』
住⺠と協働し、この団地に関わる⼈の思い
出となるような「ふるさとづくり」を⽬指す。

ＵＲ賃貸住宅に⼊居する横浜国⽴⼤学の学⽣が核となって、課題に取り組んでいます。
若者ならではの発想・⾏動を地域が後押しし、新らたな⾵景・魅⼒を増産中︕

NPO法⼈オールさこんやま
横浜国⽴⼤学
ＵＲ都市機構
左近⼭ショッピングセンター
などの皆さんと協⼒して
取り組んでいます︕

環境

経済

社会

ＳＤＧｓ未来都市
横浜型

大都市モデル

コミュニティレストランを
活動拠点としています

コミュニティレストラン
特別メニューの開発

住⺠は⼤学⽣が住んでいること
⾃体を評価しています

「学⽣にしてほしいこと」
横浜国⼤ 藤岡研究室 磯崎さんの卒業論⽂より

住んでくれるだけ
でいいがトップ

商店街で⼿に⼊る⾷
材をイベントで消費
し売り上げに貢献

ビアガーデンイベント
サコノミ

DIY感覚で断熱効果を
⾼めるアイディアを
発信

ふるさと納税の仕組みを活⽤した
寄 集

⼤学⽣は仲間を呼び込みながら地域の活性化に取
り組んでいる。それによって地域に認めてもらい、
寄付⾦活動を通じて資⾦の獲得も⽬指す。

令和１年度は１年間で会の活動に
計 学 参加

⾃治会イベントで
学 気者

52％

横浜国⼤研究室による断熱改修の
実験結果を住⺠に説明


